








Ⅱ　展示会場の概要
1．展示会場周辺図
　　　パシフィコ横浜　展示C･Dホール

　　　〒220-0012　神奈川県横浜市西区みなとみらい1-1-1
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2．展示場の規格、基本施設

　展示場面積　　10000㎡

　天 井 高 さ　　最高部　17m

　　　　　　　　　最低部　13m

　搬入・搬出口　　ホールC・D

　　　　　　　　　サービスヤード側シャッター	 W5.0m×H4.5m　3か所

　　　　　　　　　コンコース側シャッター	 W5.0m×H4.5m　3か所

　　　　　　　　　コンコース側ガラス扉	 W3.2m×H4.5m　3か所

　展示スペース　　奥行き　80m

　床面仕上げ　　コンクリート

　　　　　　　　　床耐荷重　5t／㎡

　　　　　　　　（床ピット蓋部分およびその周辺20cm以内については1t／㎡）

　　　　　　　　　※　アンカーボルト　打設可（支給アンカーのみ）

　壁面仕上げ　　床面より4.5mまでコンクリート、4.5m以上はアルミ吸音板

　照　　　　明　　照度　会期中　500ルクス

3．会場基本小間割り図
小間形態

※レイアウトに多少の変更がでる場合もあります。

A 小間

B 小間

C 小間

間口

6m

3m

2m

奥行

3m

2m

2m

高さ

2.7m

2.7m

2.7m
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Ⅲ　搬入、搬出、展示
1．作業スケジュール

主催者基礎工事
大型重量物優先搬入時間 出展者小間内装飾及び搬入

出 展 者 搬 入

展 示 会

展 示 会

展 示 会

開場準備

出展者搬出撒去

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

11月10日（火）

11月11日（水）

11月12日（木）

11月13日（金）

11月14日（土）

有料作業時間帯（1万円/h）

開 

会 

式

退
館
準
備

退
館
準
備

閉場確認・撤去準備

2．出展会社の装飾工事・搬入スケジュール
　   11月10日（火）12：00〜19：00（原則大型重量物は8：00より搬入開始予定）
　　　　　　　  ※大型トレーラー・クレーン等での搬入は別途早朝の時間を指定させいただきます。

　　　　　　　  （展示場内車両乗り入れ時間　12：00〜18：00　各社時間指定）

　   11月11日（水）9：00〜19：00
　　　　　　　  （展示場内車両乗り入れ時間　9：00〜17：00　各社時間指定）

　�出展物の搬入スケジュールに関しましては、展示場内の混雑が予想されるため、事務局で車両の台数を確

認、調整後、各出展者ごとに事務局が指定した時間にしたがって搬入していただきます。

  「提出書類⑨車両搬入出計画書」によって、車両台数をお知らせください。

　※11月11日（水）17：00以降は、展示場内への車両の乗り入れは禁止となります。

　　�また給排水、エアー工事の関係で11日（水）13：00よりホール内の一部通路を通行止めにする場合が

あります。

　※�会期中の搬入は原則として出来ません。搬入の必要が生じた場合は、事前に事務局にお知らせくださ

い。

　※荷物を降ろした車両は館内からすみやかに退去してください。
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3．搬入・搬出車両証
　�搬入・搬出作業の円滑を図るため、搬入・搬出車両には必ず「搬入・搬出車両証」を車のフロントガラス

に提出してください。車両証のない車はガードマンに入場を拒否されます。ご注意ください。

4．搬入・搬出日の車輌待機場
　�次頁の車輌待機場への入場は、搬入・搬出日の8：00から入場が可能です。

5．搬出、撤去スケジュール
　  11月14日（土）  　会期最終日　13：30開始～19：30
　　　　　  　　（13：30～14：00は台車等による手運び搬出時間）

　　　　　  　　�（展示場内車両乗り入れ予定時間　14：00～18：00　各社時間指定）�

  ※大型物搬出車両は18：00からとなります。

　  
　出展者は上記の時間内に搬出・撤去作業を完了してください。

　※原則として軽量物を搬出した後に、重量物の搬出となります。

　　11月14日（土）の展示場内の車両の進入は14：00からとなります。

　　【注意事項】

　　　　※�13：00の閉会直後から13：30までは来場者の安全を第一とし、ブース内の撤去準備のみを

行ってください。

　　　　※�13：30より14：00までの間は、手運びや台車による搬出は可能ですので順次搬出を進めてく

ださい。

	 ※�会場正面の入出場口からの台車またはキャスター付きの機器の搬出は、素手で持てる物以外は搬

出しないでください。必ずバックヤードより搬出をお願いします。入出場口前の床は、引きずり

跡が付き易く、破損・汚損が発生した場合は原状回復費用を出展者様等にご負担いただきます。

6．時間外作業
　�搬入・搬出・会期時の規定時間以外の作業に関しては、事務局にて申請用紙に記入の上、届けが必要です。

　時間外作業は有料となり、作業を行った出展者は、1時間￥10,000（税抜）の実費相当分を負担してい

ただきます。ただし、会場貸出し契約上11月14日（土）19：30以降は作業ができませんのでご注意く

ださい。

7．ゴミ、残材等の処理
　�搬入・搬出物品の空容器や残材は出展者の責任で必ずお持ち帰りください。出展者が出展物、装飾資材そ

の他を会場内に残した場合は、事務局は任意にこれを処分します。また、その処分した費用は出展者の負

担としてご請求いたしますのでご注意ください。
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8．搬入・搬出経路図

展示C･Dホール

入場導線

車両待機所

退出導線

海側搬入出口

〔拡大図〕

※�大型トレーラー・トラックで搬入する場合、高さ3.8mを超える車両は、基本的に走行ができません。やむを得ず

規定の高さを超える場合には、事前に事務局までご相談をお願いいたします。

※�混雑状況によって陸側搬入出口の導線を利用する場合がございます。陸側搬入出口の利用が必要となった場

合は待機場の警備員からの指示に従い搬入出いただきますよう、お願いいたします。
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9．重量物の搬入出について
　1）出展物の総重量（実演時含）は床荷重5トン／㎡以内といたします。

　※展示物単位重量を展示物の水平投影面積で割った数値が5トン／㎡を超えた場合は設置できません。

展示物単体の重量(Ｗ)
─ ──────────
展示物の投影面積(Ａ) 

＝5t以内

　2）展示物単位の重量が45トンを超えるものは、会場内への持ち込みはできません。

　　  また、車両によって展示場内にもちこめる重量物は、10.5トン車で積載可能なものまでです。

　　  それ以上の重量物の搬入出に関しては、必ず事前に事務局とご相談ください。

　3）重量制限

●�クレーンのアウトリガーについては、以下の通り、養生を行ってください。

16mm 500mm

～35tラフター

500mm500mm

500×500（mm）の敷板を敷いてください。

1000mm

16mm 1000mm

1000mm

～45tラフター

500×5000（mm）の敷板の下に更に1000×1000（mm）の
敷板を敷いてください。

35t 以下　 500ｍｍ×500mmの鉄板設置
 35t 以上　 1000mm×1000ｍｍの鉄板に500ｍｍ×500ｍｍの鉄板を重ねる　　

●�ピット上へアウトリガーベースを乗せることは禁止されています。

●�ピット上に特殊大型車両のタイヤが乗った状態で停車しないようにしてください。

　4）床ピット及び周辺部の荷重制限

●�床ピット蓋部分及び、その端から20cm部分については、1点あたりの荷重が1t以上のもの、また

は、1t／㎡を越えるものは設置できません。

　�やむを得ず上記荷重以上の展示物を設置しなければならない場合は、ピット蓋を跨いで補強材を渡す

等の処置を行ってください。（下図参照）�

クレーン車等のアウトリガーもこれに準じてください。

　　　（重量物設置の際の対処方法）

厚さ16mm

補強材はピットの左右30cmをカバーするサイズ、
厚さ16mm以上とし、上記荷重分散を満たすように
して下さい。※サブピット47cm

30cm30cm
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10．出展物及び出展禁止物
　�出展物は、本展示会の開催目的の主旨に沿った品目とします。出展物の内容を「提出書類⑩出展物内容

書」により9月4日（金）までにご提出ください。

　�事務局は、本展示会の正常な運営に支障を生ずる恐れがあるものについては、その出展・装飾に関して制

限または禁止することがあります。

　次に該当するものは出展を禁止します。

　　①　引火性・爆発性または放射性危険物

　　②　劇薬物

　　③　麻薬

　　④　工業所有権を侵害する商品

　　⑤　輸出入・販売禁止品

　　⑥　裸　火（ただし、横浜市西消防署の許可を受けたものは除く）

11．実演
　�機械設備、装置を稼働させたり、出展物のデモンストレーションを行う場合は、「提出書類⑦実演届」に

より9月4日（金）までに申請してください。

12．禁止行為
　横浜市火災予防条例第28条により展示場内においては、次の行為は禁止されています。

　　①　喫　煙

　　②　裸火の使用

　　　　イ）�裸火とは、気体、液体、固体燃料を使用する火気器具等で、炎、火花を発生させるものまた

は、発熱部を外部に露出するものをいう。

　　　　ロ）�電気を熱源とした器具で、発熱部が赤熱して見えるものおよび、外部に露出した発熱部で可燃

物がふれた場合、着火する恐れのあるものは裸火に含まれる。

　　③　石油液化ガス（LPG）、高圧ガスの持ち込み

　　④　危険物（ガソリン、灯油,サラダ油、マシン油、重油等）の持ち込み

　　⑤　危険物品（準危険物、火薬類等）の持ち込み

　　⑥　悪臭、多量の煙・ミストの出る機器、装置の持ち込み

　　⑦　電気コンロの持ち込み

　　⑧　機械類に内蔵されている油の持ち込み

　　�ただし、実演において必要な場合は、事務局で取りまとめて消防署へ許可申請をし、消防署長が諸般の

事情から火災予防上支障がないと認めた場合は、必要最小限度の範囲に限り禁止行為の解除が認められ

ます。解除を希望される出展者は「提出書類②裸火・危険物持込み申請書」に必要事項をご記入の

上、該当カタログを2部、製品安全データシート2部及び小間レイアウト図面2部を添えて9月4日
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（金）までに提出してください。どんなに少量でも必ず申請を要します。ただし、申請内容によっては

消防署の許可が下りない場合もあり、また、期日までに申請がない場合は、危険物の会場内への持ち込

みが不可能になることがありますので、あらかじめご了承ください。

　注．石油液化ガス（LPガス）のボンベによる会場持ち込みは絶対にできません。

　　　（設営・撤去時にも持ち込みはできません）

13．諸経費の負担
　1）�出展者は、電気、電話、給排水施設、レンタル備品を必要とするときは、別に定める申し込み手続き

により、所定料金をお支払ください。

　2）�出展物の輸送、搬入出、展示、実演、撤去その他の行為に関する費用はすべて出展者の負担となりま

す。
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Ⅳ　会場の管理、保全等

1．出展物の保護
　1）事務局は、最善の注意をもって会場の保全管理に当たります。

　2）各社小間内の出展物の保護については、出展者各自で行ってください。

　　   �また、天災、その他不可抗力の原因により発生した事故（盗難、紛失、火災、損傷）については、事

務局はその損傷、賠償責任を負いません。

　3）�出展者は出展物の輸送および展示期間中の保護については、必要に応じて保険をかけるなどの適切な

処置をしてください。

2．展示会場内の規制について
　1）�パンフレット・ノベルティ等の配布、出品物の説明のためのあらゆる行為、サイン会や抽選会を始め

としたイベントの実施、アンケートの勧誘及び記入などの演出行為に際しては、混雑整理・安全確保

に十分配慮してください。

　2）�上記行為を通路等共用スペースで行うことは、近隣の出展者の迷惑になるとともに、消防法にも抵触

いたしますので、一切禁止します。特に通路に向けてのプレゼン等は通行の妨げになりますので極力

避けてください。

　3）�出展および出展者の行為によって来場者が滞留する場合は、滞留者を自社小間内に収容し、出展者が

この整理に当たってください。この際、通路に列を作っての整理は禁止します。

　4）�事務局は、会場内の保全・管理、秩序の維持、その他安全のため支障があると判断した行為について

は、出展者に対し必要な措置をとることを命ずることがあります。出展者により必要かつ十分な措置

が講じられないと事務局が判断した場合は、出展の制限または中止を命ずることがあります。

　5）�出展および出展者の行為によって強度の音響・熱気・じんあい・ガス・振動・その他が発生する場合

は、予め予防措置をとり、来場者への安全を確保するとともに、他の出展者や会場に影響を及ぼさな

いよう十分配慮してください。

　6）太鼓、金管楽器などを使用しての生バンド演奏は禁止します。

　7）�会場内での食品・飲料の提供（試飲・試食を含む）は原則禁止といたします。�

ただし、未開封かつ市販品として個包装された食品・飲料（缶・ペットボトル等）の配布については

可能とします。�

なお、保健衛生上の観点および展示会運営の円滑な実施、ならびに本展示会の趣旨に鑑み、主催者が

不適切と判断した場合は提供・配布をお断りする場合があります。

　8）音響規制

小間内に音響機材を設置する場合は、以下の点にご注意ください。なお、この規制に対する違反は毎

回複数件ありますので十分にご留意ください。

　　   ①  スピーカーの取付位置

　　　 （1）スピーカーは原則として小間の内側に向けて設置してください。

　　　 （2）�取付位置の高さは、各スペースの高さ制限内（A小間：4m以下／B・C小間　2.7m以下）とします。
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　　　 （3）�スピーカーを小間の外側に向けて設置する場合は、取付角度をスピーカーの中心軸が垂直下向

きから45°以内とし、かつ自社の小間仕切線を越えないこと。（次頁図参照）

　　　 （4）�モニターに附属のスピーカーについては、小音量にて使用する場合は設置位置の制限はいたしませ

ん。ただし、会期中に事務局より音量に関する申し入れがあった場合はその指示に従ってください。

　　   ②音量は周りの出展者の説明・商談の妨げにならないようにしてください。

スピーカー

小間仕切線

床面

中心線が小間仕切線を
超えてはいけない。

A
小
間：
2
.7
m
以
下（
一
部
4
m
以
下
）

B・
C
小
間：
2
.7
m
以
下

45°以下

3．事故防止および責任
　1）出展者は、出展物の搬入出、展示、実演、撤去等を通じて事故の防止に努めてください。

　2）�事務局は、出展者が行うこれらの作業を通じて必要と認めたときは、事故発生防止のための処置を命

じ、または、その作業を制限し、もしくは中止を求めることがあります。

　3）出展者自身の行為によって事故または損害が発生したときは、当該出展者の責任になります。

4．小間内の出展者常駐
　�出展関係者は、展示会期間中、事務局指定の出展者証（兼来場者証）を着用し、必ずその小間内に常駐し

来場者との応対、出展物の管理等に当たってください。

　※「出展者証」は別紙「出展者証（兼来場者証）の出力手順」をご確認のうえ、会期中の貴社ブース関係

者すべての方の出展者証を事前にご用意ください。出展者証がない場合は入場できませんのでご注意く

ださい。また、併せてダイカスト会議の聴講を申し込まれた方は別途事務局より出展者証・来場者証兼

会議参加証を郵送いたしますのでご留意ください。

なお、出展者証用ホルダーは事前に配布いたしますので、「提出書類⑫出展者証用ホルダー申込書」に

より9月4日（金）までにお申込ください。（お申込がない場合は1小間につき5枚お送り致します）

5．場内放送の禁止
　会期中、外部から呼びだし等の場内放送は、いたしません。

　必要な場合は、各自の携帯電話にてやり取りをしてください。
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6．展示会開催の変更・中止
　主催者は天災、その他不可抗力の原因により会期を変更し、または、開催を中止することがあります。

　主催者は、これによって生じた出展者、その他のものの損害を補償しません。

　但し、展示会を事前に中止したときは、既納料金の必要経費を差し引いた残額を返還します。

7．規定の変更
　事務局は、やむを得ない事情があるとき、この規定ならびにその細則を変更することがあります。
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Ⅴ　小間装飾

1．展示小間
　展示小間は、A小間、B小間、C小間の3種類になります。

　1）A小間の場合

　　  間口6m×奥行3mの線引きのみのスペース渡しになります。事務局での基礎工事はありません。

　　  �各出展者で、間仕切りパネルの工事は行って下さい。その場合、隣接小間との間仕切りパネルは高さ

2.7mのパネルを使用し、裏面の処理等に関しては、隣接小間同士、協議のうえ決定してください。

　（各小間内壁面建て込み方法例）

壁工事は
出展者工事となります。

— 13 —



　2）B小間およびC小間の場合

　　  基礎パネルを事務局でシステムパネル（白）にて設置いたします。

　  ①　バックパネル

　　　  B小間　W3000×H2700	 C小間　W2000×H2700

　  ②　間仕切りパネル

　  　　B小間　W1000×H2700	 C小間　W1000×H2700

　  ③　パラペット（正面上部）

  　　　B小間　W3000×H300	 C小間　W2000×H300

　  ④　社名板（パラペットに貼り付け）

　　  　�B小間およびC小間ともにサイズはW1500ｘH300の白のボード、書体は角ゴシック仕様で文字色

は黒、社名の株式会社は（株）表記で統一いたします。�

※その他指定表記のご希望は追加料金にてロゴ仕様扱いとなります

　★  �システムパネルは、4mmの合板パネル（白）とアルミ製のポールとビームにより構成されています。

　★  �システムパネルはリース部材のためパネルの切断、釘打ち、穴あけ等の直接の工事はできません。

  　　セロテープの使用は可能ですが薄い両面テープ・紙のガムテープはのりが残りますので使用しないでく

ださい。※システムパネルを破損させた場合は相応の金額をご請求させていただきます。

　★  �各社独自で木工等で装飾工事をする場合は、システムパネルで仕切られた自社小間内で可能です。

W1500×H300

W1500×H300

※隣接壁をふさぎたい場合は、日本ダイカスト協会にお問合せください。�

　システム壁面の申込・支払いは依頼を掛けた出展者様にて行ってください。
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2．装飾・施工上の注意
　1）装飾物等が各出展者間の間仕切りより枠外にはみ出ることを禁止いたします。

　　   また、通路上に展示物・施工物や表示などを設けないでください。

禁止事項例

パーテーションのはみ出し

映像機器の
はみ出し

展示台・展示装飾の
はみ出し

のぼりのはみ出し

音響機器の
はみ出し

照明器具の
はみ出し

（他禁止事項例）
・ドアノブのはみ出し
・壁面裏の人形建てのはみ出し
・自社小間外での宣伝活動

　2）装飾施工の際に生じたゴミは、各施工者および出展者の責任において必ずお持ち帰りください。

　3）�B小間およびC小間の場合、装飾物については、高さ2.7m以内に制限されています。A小間の場合、

通路および基礎パネルより1ｍ以内は高さ2.7m以内、それ以外は4mの高さまで装飾可能です。但

し、ブース背面（側面は該当せず）が会場躯体に面している場合は、背面から1mのセットバック無し

で壁面を4mまで建てる事ができます。また、装飾物の高さが2.7mを超える場合、隣接小間側に社

名・製品名などのサインを掲出することを禁止といたします。白塗りなど仕上げ処理を施してくださ

い。

3
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1000 1000

W1000×H1300 の部分
（両サイド）は壁面の
厚みが 5cmまでとします

装飾物の高さ 2.7m 以上の
隣接小間側には社名・製品
名などのサイン掲出禁止

（A小間） （A小間 背面が躯体に設置している場合）
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　4）�会場内の見通しを確保するため、通路より90cmの範囲には、1.5m以上の壁・造作でふさがないでくださ

い。ただし1辺につき1/3開放されていれば設置可能です。

（立面図）
15
00 60

0
60
01
50
0

14
99

90cm

壁とみなします 壁とみなしません 通路

　　  ■バルーンについて
バルーンを設置する場合は、配置図（小間平面図・立面図）、バルーン寸法図を添えて（株）ムラヤマへご相

談ください。会場・消防署と協議し、会場の防災設備（放水銃・煙感知装置）の障害にならない範囲で設置

が許可されます。（設置場所によっては許可されない場合があります）

　　   ①　�設置できる範囲は自社小間の敷地上空で、その境界線から1m内側に追い込んだ範囲に限ります。

また空調等の影響でこの範囲から出ないよう、自社ブース内に係留・固定してください。

　　   ②　�原則として設置できるバルーンの大きさは直径2m以下とします。2mを超える大きさのバルーンは、

会場の防災設備（放水銃・煙感知装置）との位置の調整になりますので設置できない場合があります。

　　   ③　�高さは下限を7m、上限を10mの範囲とし、小間装飾上限からバルーンの下限までは係留用の

ロープまたはメンテナンス用のチューブ以外は設置できません。

　　   ④　�バルーンはヘリウムガスを使用してください。またメンテナンス用にヘリウムガスのボンベを会

期中小間内に保管する場合は、転倒しないよう固定してください。

☆バルーンの設置可能範囲
70
00

30
00
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　5）�100㎡以上の面積を有する展示小間は、二方向避難ができるように小間の2辺に幅2m以上の避難通路

を設けてください。

　6）�出展者は、展示会場内で小間装飾を施工する業者を「提出書類①（装飾施工業者届）」により9月4日

（金）までに届け出てください。なお、自社にて施工する場合も同様です。

　7）装飾資材の防炎規制

　　   �法令・条例などにより、一定基準の防火管理と設備が決められています。会期中に消防署の査察が行

なわれますので、下記の項目について完全を期してください。

　　   ①　�消防法の防炎表示制度により、展示用合板、カーペット、カーテン類には防炎ラベルが貼付けさ

れたもの以外は使用できません。

　　   ②　�各社の小間内装飾の展示用合板、繊維板の厚さに関係なくすべて上記の防炎合板を使用してくだ

さい。（表面に「防炎」と書いたラベルが貼付けされ、裏面に5本の赤線入りのもの。）また、

カーペットもすべて上記の防炎カーペットを使用してください。

　　　　　　＊　吹き付け加工では効果がなく防炎基準に合格しません。

　　（注）（イ）�防炎合板に厚い布、ひだのある紙類を装飾貼付けする場合は防炎性能を有するものを使用して

ください。但し、うすい布紙を防炎含板に全面密着して使用する場合は差し支えありません。

　　  　　（ロ）�防炎処理材のものを使用しない場合は、消防署の立ち合い検査の際に取り壊し、または、や

り直しを指示されますのでご注意ください。

　　  　　（ハ）火花を発する機材については、カーペット上での実演が禁止されております。

　　  　　（ニ）�カーテン、幕類、クロス、布紙、その他の装飾材料で可燃性の物は、すべて浸漬加工の防炎

処理済のラベルの付いたものをご使用ください。一部の貼付け、釘止め、釘打ちなどは防炎

合板と一体とみなされませんので、これについても防炎処理が必要です。

　　　　　　　  ＊　�防炎ラベルはカーテン等の防炎物品の一つ一つに付けてください。なお、そのラベル

は㈶日本防炎協会発行のものに限ります。

　　  　　（ホ） �発砲スチロールなどの石油化学製品（ウレタン、アセテート、ポリエステル、ナイロン、

燃えやすい化学繊維、ホンコンフラワー）は使用できません。

　　  　　（ヘ）�敷物（カーペット等）は必ず防炎加工処理済のものを使用し、防炎ラベルを付けてくださ

い。この処理が行われていないものは撤去していただきます。

　　  　　（ト）防炎表示制度による「防炎ラベル」は下図のとおりです。

防炎合板
彩色は、地を白色、文字「防炎」を
赤色、他の文字および横線は黒
色。
なお、防炎合板砥面表示は右の
とおりです。

彩色は、地を白色、文字「防炎」を
赤色、他の文字および横線は黒色。

防炎カーペット

文字、線は赤色
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　8）天井構造および2階建て構造物の禁止

　　　①　小間内に天井および屋根を付けることは、原則として禁止されております。

　　　　　�展示・実演上やむをえず設置が必要な場合は、「提出書類⑬天井工事申請書」により9月28日

（月）までに届け出てください。

　　　　　消防署で審査を受けます。審査の結果、許可できない場合もございます。

　　　②　�装飾用の電気取り付けのための天井についても全面天井とせず、取り付けに必要な最小限のもの

にしてください。

　　　③　�小間造作および展示物は地震等により転倒、落下、移動しないよう確実に固定、取り付けをして

ください。

　　　④　�煙感知器設置工事が必要となる場合がございます。（有料）

	 ⑤　�2階建て構造および2階建て構造と見なされる造作物は禁止いたします。�

〈参考：2階層施設の定義〉�

重層構造となる工作物で床高が2.1m以上のもの、または下部天井高さが1.4mを超えるもの。高

さ1.4m以下で、下層を展示、商談、控室、倉庫などで使用する場合。

　9）その他の装飾に関する注意事項

　　�　①　�会場設備、基礎小間、他社の装飾および出展物等を破損した場合は、理由の如何に関わらず責任

をとっていただきます。

　　　②　�消火器、屋内消火栓、スプリンクラー設備、火災報知設備、非常ベル、誘導灯等を装飾物により

隠さないでください。また、その付近には使用の際に障害となる陳列、工作物、その他の物品を

置かないでください。

　　　③　会期中に展示設備および装飾の模様替えをすることは原則としてできません。

　　　④　直接工作の禁止

　　　　　�施設内の床・天井・梁・扉・可動間仕切・サッシ・ガラス・ダクト・収水口・吹き出口・配管・

配線類・照明器具・盤類等については、以下の直接工作を禁止します。

　　　（a）ハツリ・掘削・ガス溶接

　　　（b）コンクリート、または、ドライピット鋲等の打ち込み

　　　（c）天吊り構造

　　　（d）ペンキ等、塗料の直接塗装

　　　（e）接着剤を塗布した貼付け

　　　（f）カッターナイフを直接当てた作業

　　　（g）看板等の支持物としての利用

　　　（h）その他展示ホールの施設・設備を破損・汚損する恐れのある装飾材料・設備の使用

　　　　　  ※施設を破損させた場合は相応の全額をご請求させていだたきますのでご注意ください。

以上、禁止事項に違反または不完全な装飾の場合には、取り壊しを命ずることがありますので、計画・設計

に際して十分ご注意ください。なお、不明の場合は事前に設計図を事務局に提出し、相談してください。
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　10）ホールインアンカーの使用

　　　�ホールインアンカーの使用を希望される場合は、事前に事務局への届け出「提出書類⑧アンカー工事

届」と合わせ平面図に打設位置を記入のうえ9月4日（金）までに提出ください。

　　　�尚、建物の構造上その他の都合で工事が許可されない場合もあります。施工にあたっては、会場規定

に基づく使用条例・作業要領を遵守していただきます。

展示スペースでは、幅射床冷暖房システムを採用しているため床面コンクリート内部に冷温水

パイプが設置されています。そのため、無届のアンカー埋め込み作業および事務局指示の条件

を遵守しなかった場合、パイプを破損する危険性が極めて高く、事故発生の際は展示スペース

に大量の漏水が発生し、当該催し物の開催だけでなく、その後の催し物にも大きな影響を与え

ることになります。

　　

�　　　�無届アンカーボルト使用、使用条件・作業要領の遵守違反は絶対に行わないでください。違反した場

合は、直ちに作業停止した上で制裁金をお支払していただきます。

　　　また、事故発生の場合は、補修費を含め相当の損害賠償額を請求いたします。

　　　　　　　（床構造）

　　　　【使用条件・作業要領】
　　　　　　1．�使用するアンカーボルトは、全て会場支給品のみとなり、1本につき2,000円（税別）を

請求させていただきます。

　　　　　　　※�支給するアンカーボルトは、埋め込み長50mmのボルトノック式で、8φ、10φ、12φと

なります。

　　　　　　2．作業用のドリルも会場無料貸与の物（ストッパー付き）を使用していただきます。

　　　　　　3．ピット蓋、ピット周辺部（ピット縁より20cm以内）、及び目地への使用は禁止します。

　　　　　　4．�穴あけ作業に事務局以外のドリルを使用すること、及び50mmより深い穴を開けることは

絶対に禁止します。

　　　　　　5．�使用後のホールインアンカーは、切断処理してください。引き抜くことは禁止します。

ホールインアンカーの頭部が床面より出ている場合は、サンダーにより切断し、床面の平

滑を保つようにしてください。（サンダーは各社でご用意ください。）

　　　　　　6．��使用後のアンカーにハンマーによる打込みやガス溶断は、絶対に禁止します。

　　　　　　7．�アンカーボルトとドリルは、当日会場事務局にてお渡しいたします。
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3．原状回復
　�出展者が会場内に工作を施した場合および会場内設備を損傷した場合は、完全に原状回復しなければなり

ません。その回復に要した費用は当該出展者の負担となります。

　�以上、禁止事項に違反または不完全な装飾の場合には、取り壊し・撤去をしていただくことがありますの

で、計画・設計に際しては十分にご注意ください。なお、不明の場合は事前に設計図等を事務高に提出

し、相談してください。

　�※今回、事務局の基礎小間工事は下記業者が施工いたします。本装飾規定に対する質問等は事務局または

下記宛にお尋ねください。

	 株式会社ムラヤマ　横浜支店

	 　担当：佐々木・藤田

	 　　TEL　045−201−8961

	 　　E-mail: j-dec2026@murayama.co.jp
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Ⅵ　電気

1．1次側電気工事
　�会場既設の天井照明の照度は500ルクスです。基礎小間には電気設備は含まれていません。実演・照明用

に電力を必要とする場合は出展会社の負担となります。実演用、照明用の電気工事のうち、各小間までの

配線工事は電源スイッチまで（1次側工事）を事務局の指定業者（㈱ムラヤマ）が行います。この場合の

工事費は次の通りです。「提出書類③電気供給申込書（1次側）」により9月4日（金）までにお申込みく

ださい。

単相　100V／50Hz

単相　200V／50Hz

三相　200V／50Hz

14,000円／kW
（税別）

2,000円／kW
（税別）

電気使用料
　申込みワット数

　�小間内で使用する単相電源の総容量が1.0kWを超える場合は、二次側電気工事の段階で分電盤を設けてく

ださい。

2．2次側電気工事
　�1次側幹線からの小間内照明、動力電線、または、その他の電気工事（2次側工事）は出展会社側で施工し

てください。その際の工事費は出展会社の負担となります。

　�事務局に2次側電気工事を依頼する場合には、「Ⅸ　オプション工事」の内容にしたがって「提出書類⑥

オプション電気工事・レンタル備品申込書」により9月4日（金）までにお申し込みください。

3．電気使用料金
　電気料金は申し込みワット数により、1kWにつき2,000円（税別）が別途かかります。（P21記載）

4．電気供給時間
　�電源の供給時間は11月11日は13：00〜18：00、11月12日〜13日は8：30〜17：30、11月14

日は8：30〜13：30までとします。

　�但し、残業・機器の調整、試運転のためにこの時間外に特に電気供給を必要とする場合は、可能な範囲に

おいて臨時供給致します。

　撤去時に通電が必要な出展者は延長を申し出ください。

5．2次側電気工事施工上の注意
　1）�電気工事を行う作業者は、作業中は必ず電気工事法に基づく、電気工事免許を携帯しなければ施工で

きません。
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　2）出展者側で施工する小間内電気工事は、すべて開催日前に必ず完了してください。

　　   尚、開催期間中の電気工事は認めません。

　3）�電気用品は、経済産業大臣の形式承認を受けたマーク入りを使用してください。

　4）�配線に際しては、コードの流し引き、接続器なしのコードとコードの接続などは禁止します。

　5）�小間内の電力総容量が1.0kWを超える場合は、小間内に分電盤を設けてください。

　6）�小間内電気設備スイッチにいれるヒューズは、必ず適正ヒューズを使用し、銅線等を代用しないでく

ださい。

　7）�施工にあたっては、特に火災または危険の防止、人体または財産の損傷その他の事故防止について、

万全の注意を払ってください。

　8）�すべての小間内の分電盤のメインスイッチには必ず漏電ブレーカーを配電盤の主開閉器または分岐開

閉器に取り付けてください。

　9）�電源異常および事故による停電、または、電圧降下のための実演出展物、装置等を破損した場合、事務局

はその責任を負いません。出展者は、事故防止のため実演に当たり十分な保護措置を施してください。

　※　事務局で行う電気供給工事は下記の業者が施工いたします。

　　　電気工事について不明な点は、事務局または下記宛にお尋ねください。

	 株式会社ムラヤマ　横浜支店

	 　担当：佐々木・藤田

	 　　TEL　045−201−8961

	 　　E-mail: j-dec2026@murayama.co.jp
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Ⅶ　給排水・エアー

1．給排水・エアー設備工事
　�給排水・エアー設備をご利用になる出展会社は「提出書類④給排水設備申込書、⑤エアー設備申込書」に必要

事項をご記入の上、8月28日（金）までに申し込んでください。

　　★エアー供給工事（一次側幹線工事費）	

	 基本料金（300リットルまで）	¥160,000　（税別）

	 300リットルを超えた場合	 ¥150／リットル　（税別）

	 （例）	 50リットル⇒	 ¥160,000　（税別）

		  300リットル⇒	 ¥160,000　（税別）

		  500リットル⇒	 160,000＋150×（500-300）＝￥190,000　（税別）

		  1,000リットル⇒	 160,000＋150×（1000-300）＝￥265,000　（税別）

　　★給排水工事（一次側幹線工事費）	

	 15A  ¥160,000（税別）  　20A  ¥170,000（税別）  　25A  ¥180,000（税別）

　　★�水道使用料　¥1,100／m3（税別）※公共料金につき、改定があった場合には、時価によるものとします。

　　★�一次側幹線工事とは、小間と会場ピットとの接点までの工事となります。�

出展者の申請に基づいて事務局の指定業者（㈱ムラヤマ）にて一括して施工を行ないます。

2．小間内への給水・エアーの供給時間
　�給水、エアーの供給時間は、11月11日は15：00〜18：00、11月12日〜13日は8：30〜17：

30、14日は8：30〜13：30までとします。撤去時に延長される方は電気同様にお申し出ください。

　�但し残業・機器の調整等のために、この時間外に給排水・エアーを必要とする場合には、事前に提出書類

にその旨をご記入ください。

　注）�コンプレッサーを持ち込まれる場合には、出力0.75kW以下とさせていただきます。なおコンプレッ

サーの内蔵油に関しては、「提出書類②裸火・危険物持ち込み申請書」に必ず記入して9月4日（金）

までに提出してください。なお使用箇所の図面とコンプレッサーの仕様書（コピーでも可）を2部提出

してください。

　注）エアー供給圧力は0.5〜0.65Mpaになります。

　注）�会場の排水ポンプ容量の都合上、排水の容量に制限をかけさせていただく場合がございます。�

予めご了承いただきますよう、お願い申し上げます。

　※　給排水・エアー設備工事について不明な点は、事務局または、下記宛にお尋ねください。

	 株式会社ムラヤマ　横浜支店

	 　担当：佐々木・藤田

	 　　TEL　045−201−8961

	 　　E-mail: j-dec2026@murayama.co.jp
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Ⅷ　インターネット接続サービス
　・通信回線を臨時架設し、小間内にて使用することができます。

　・�本サービスは通信速度が下り最大1Gbpsのベストエフォート型であり、最大速度を常に保証するもので

はございません。回線の利用状況により通信速度が低下する場合があります。

　・プロバイダはNTTコミュニケーションズ（OCN）に限定させていただきます。

　・本サービスはNTTコミュニケーションズのOCN光「フレッツ」ファミリータイプです。

　・アクセスポイント、HUB及び持込PC等の電気工事は別途手配をお願いします。

　・主回線から先の配線は各出展社にてご用意ください。

　・ご利用にあたっては、Ethernetポート付PCおよびLANカードをご用意ください。

　�・�本サービスをお申し込みされる出展会社は「提出書類⑪インターネット接続サービス申請書」に必要事

項をご記入の上、9月4日（金）までに申し込んでください。

Ⅸ　出展者用来場者管理システム（有料）の導入について
　今回も、来場者事前登録システムを導入いたします。

　来場者は、事前登録をし、来場者バッジをプリントアウト、持参することで入場が可能となります。

　来場者バッジには来場者情報のQRコードが発行され、QRコードを読み取ることで来場者管理を行います。

　�また、出展者は有料になりますが、このシステムを導入することで、貴社ブースへの来場者の情報を管理

することが可能です。

　�来場者管理システムの詳細やオプションの価格などは、別紙のご案内をご参照または以下へお問合せくだ

さい。

＜出展者用来場者管理システム 問い合わせ先＞

株式会社フリーダム・グループ

	 担当：内田・佐藤

	 TEL：03-3433-5881　FAX：03-3433-1998

	 E-Mail：pregis.info@free-dom.net
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Ⅹ　オプション工事
　�小間内の2次側電気工事（スポットライト、コンセント等の設置）及び備品のリースをご希望の出展者は

「提出書類⑥オプション工事・レンタル設備申込書」により9月4日（金）までにお申し込みください。

　※�パッケージブースをお申し込みになる場合は、別紙の「システムパッケージブースご案内」をご参照く

ださい。

①　2次側電気工事
（金額は会期中／消費税別）

※照明、コンセントの位置は別紙レイアウト図にご記入ください。

※コンセントは1コあたりの必要容量（kW）を必ず明記してください。

※申し込まれた照明,コンセントに必要な電気容量は「提出書類③電気供給申込書（1次側）」により

9月4日（金）までにお申し込みください。

※機器への直結工事は別途御見積りいたします。

スポットライト

50W　レフ球

60W

1灯　¥3,500

アームスポットライト

50W　レフ球

1灯　¥4,000

スティック型LED

30W

1灯　¥3,500

LEDスポットライト

1灯　¥10,000 ¥12,000／kW

コンセント

1力所　¥3,500

ブース内2次電源工事

照明・コンセントを追加

し、合計の電気使用量が

1000W（1.0kW）を超

える場合は必要となりま

す。

1

4 5 6

2 3
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②　レンタル備品
（金額は会期中／消費税別）

7 8

15

12

10

14

16

9

パイプ椅子

￥640

貴名受

11

14-1：アクリル製 ￥1,600
14-2：スチール製 ￥4,000

14-1

14-2

カフェセット

¥16,800

受付カウンター

W900×D450×H800  ¥6,000

消火器（大）

¥4,000

白布

W2200×D1000  ￥1,200

13 ラウンジセット

¥22,000

テーブル

A4サイズ×6段  ¥4,800

（白）

カタログスタンド

8-1：W1,800×D600×H730  ¥3,200
8-2：W1,800×D450×H730  ¥3,200
8-3：W1,500×D600×H730  ¥3,200

カウンターチェア

シート高：H600  ¥3,200

17 スチールラック

W900×D300×H1800  ¥6,400

（ストック内のみ）
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（金額は会期中／消費税別）

19 植木鉢18 多目的ボックス（鍵付き）

※上記以外のリース備品をご希望の場合はお問い合わせください。

20-1：43インチモニター（消費電力：約80W） ¥115,000
20-2：50インチモニター（消費電力：約110W） ¥125,000

※取付金具、モニタースタンドは別途（金額はお問合せください）
※その他のサイズもご案内可能です。詳しくは別途お問い合わせください

20 ディスプレイモニター

W900×D600×H740  ¥6,000

19-1：大鉢  ¥6,000
19-2：中鉢  ¥4,500
19-3：小鉢  ¥3,000

（植栽高）
大鉢：H1700～1800
中鉢：H600～1000
小鉢：H250～400

（中棚1段付）

19-1 19-2 19-3

※オプション工事の詳しい内容の問い合わせ先は下記のとおりです

	 株式会社ムラヤマ　横浜支店

	 　担当：佐々木・藤田

	 　　TEL　045−201−8961

	 　　E-mail: j-dec2026@murayama.co.jp
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Ⅺ　各提出書類申し込み事項

1．提出書類

　①　装飾施工業者届（全社提出）
展示会場内において、小間装飾ならびに2次側電気工事を業者に委託する場合、「提出書類①」によ

り9月4日（金）までにご提出ください。（自社で施工する場合も必ずご提出ください。）

　　　  �また装飾図面を必ず1部添付してください。

　②　裸火・危険物持ち込み申請書（全社提出）
（※お持込みがない場合は不要にチェックをしてご提出ください。）

実演は勿論のこと、機械・装置に内蔵されている油類、ガス、石油については、必ず事前の許可申

請が必要です。

「提出書類②」に必要事項をご記入の上、該当カタログを2部と小間内のレイアウト図を添付の上、

9月4日（金）までにご提出ください。

横浜市西消防署の許可申請がおりた場合に限り持ち込み可能となります。

　③　電気供給申込書（1次側）（全社提出）
展示、実演、照明等に電気を使用する場合は、必ず「提出書類③」により9月4日（金）までに申し

込み手続きをしてください。期日迄に申請がない場合は、電気の供給は行なわれません。

　④　給排水設備申込書
給排水設備をご利用される出展者の方は、「提出書類④」により8月28日（金）までにお申し込み

ください。

　⑤　エアー設備申込書
エアー設備をご利用される出展者の方は、「提出書類⑤」により8月28日（金）までにお申し込み

ください。

　⑥　オプション電気工事・レンタル備品申込書
小間内の2次側電気工事及びレンタル備品を事務局に依頼する出展者の方は、「提出書類⑥」により

9月4日（金）までにお申し込みください。
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　⑦　実　演　届　　（全社提出）
（※お持込みがない場合は不要にチェックをしてご提供ください。）

会期中、機械（設備、装置）を稼働させたり、出展物のデモンストレーションを行う方は必ずご提

出ください。

消防署の事前許可を必要とする場合、または、事前許可は必要無いと考えられる場合も必ずご報告

ください。

主催者として、展示会全体を把握しておく必要上、是非必要です。

「提出書類⑦」に必要事項をご記入の上、9月4日（金）までにご提出ください。

　⑧　アンカー工事届
展示会場内でホールインアンカーの工事を行う場合、「提出書類⑧」に必要事項をご記入の上、施

工図面を2部添付して9月4日（金）までにご提出ください。

　⑨　車両搬入出計画書　　（全社提出）
「提出書類⑨」に必要事項をご記入の上、9月4日（金）までに必ずご提出してください。また重量

物の搬入出においては、事前に事務局とご相談ください。

　⑩　出展物内容書　　（全社提出）
出展物に関しては「提出書類⑩」に必要事項をご記入の上、9月4日（金）までに必ずご提出くださ

い。

　⑪　インターネット接続サービス申請書
インターネット接続サービスを希望される出展者の方は「提出書類⑪」にご記入の上、9月4日

（金）までにご提出ください。

　⑫　出展者証用ホルダー申込書　　（全社提出）
�「提出書類⑫」に必要事項をご記入の上、9月4日（金）までに必ずご提出ください。�

※�出展者証は別紙「出展者証（兼来場者証）の出力手順」をご確認のうえ、入力・出力し各自ご用

意ください。また、併せてダイカスト会議の聴講を申し込まれた方は別途事務局より出展者・来

場者兼会議参加証を郵送いたしますのでご留意ください。

※海外出展者の方は事前配布はせず、設営日に施工カウンターにてお渡しいたします。

　⑬　天井工事申請書
天井工事をお考えの方は、必ず事前にご相談の上、「提出書類⑬」に必要事項をご記入いただき、

9月28日（月）までに必ずご提出ください。

　　  ※　提出書類用紙は巻末のものをコピーしてお使いください。
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2．申し込み書類提出先および料金支払先

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

提 出 書 類

装 飾 施 工 業 者 届

電気供給申込書（1次側）

給 排 水 設 備 申 込 書

エ ア ー 設 備 申 込 書

実 演 届

ア ン カ ー 工 事 届

車 両 搬 入 出 計 画 書

出 展 物 内 容 書

インターネット接続サービス申請書

出展者証用ホルダー申込書

天 井 工 事 申 請 書

9月4日（金）

9月4日（金）

9月4日（金）

8月28日（金）

8月28日（金）

9月  4日（金）

9月  4日（金）

9月  4日（金）

9月  4日（金）

9月  4日（金）

9月  4日（金）

9月  4日（金）

9月28日（月）

提　出　先

㈱ムラヤマ

㈱ムラヤマ

㈱ムラヤマ

㈱ムラヤマ

㈱ムラヤマ

㈱ムラヤマ

㈱ムラヤマ

㈱ムラヤマ

㈱ムラヤマ

㈱ムラヤマ

㈱ムラヤマ

㈱ムラヤマ

㈱ムラヤマ

全 社 提 出

全 社 提 出

全 社 提 出

全 社 提 出

全 社 提 出

全 社 提 出

全 社 提 出

料金支払先

㈱ムラヤマ

㈱ムラヤマ

㈱ムラヤマ

㈱ムラヤマ

㈱ムラヤマ

㈱ムラヤマ

裸 火 ・ 危 険 物
持 ち 込 み 申 請 書

オプション電気工事・レンタル
備 品 申 込 書

提  出  期  限

■問い合せ先
	 株式会社ムラヤマ　横浜支店

	 　担当：佐々木・藤田

	 　　TEL　045−201−8961

	 　　E-mail: j-dec2026@murayama.co.jp



2026 日本ダイカスト展示会

①　装飾施工業者届（P.15参照）

出展者小間No.

装飾施工業者情報

施工業者名

住　所

連絡先

担当者名
展示ホール内における
連絡先（携帯番号等）

出展社名

所在地

担当責任者名

担当部署 

TEL． FAX．

提出部数
　　1部

提出日

当社は小間装飾の施工を下記業者に委託したのでお届けいたします。
施工にあたっては、諸規定を厳守し、終了後は原状に回復します。

〒

TEL FAX

※この書類は、貴社の控えとして必ずコピーを保管してください。

提出・問い合わせ先
株式会社ムラヤマ　横浜支店
担当：佐々木・藤田
（TEL）045－201－8961
E-mail: j-dec2026@murayama.co.jp

提出期限
9/4（金）

（全社提出）

小間装飾
※内容のいずれかに
　チェックしてください。

装飾施工会社に □ 依頼する（下記、装飾施工会社情報をご記入ください）
 □ 依頼しない（自社施工）
 □ パッケージブースを申し込む
※パッケージブースご希望の場合は別紙「パッケージブースご案内」のお申し込み書類もご提出ください。



②　裸火・危険物持ち込み申込書（P.8参照）

出展者小間No.

出展社名

所在地

担当責任者名（防火責任者）

担当部署 

TEL． FAX．

提出部数
　　1部

提出日

下記の通り高圧ガス・液化ガスおよび危険物品等の持ち込み、裸火の使用の設置許可を申請いたします。

注意事項）：火災予防上の見地から、下記について遵守してください。
　　　1）　洗浄油・潤滑油など油性物品の会場内持ち込みは届出の量を限度とし、また1日の使用量のみとする。
　　　2）　この危険物については、各小間で各出展者が安全に保管し、常に保管の責任者を置くこと。
　　　3）　危険物の使用中は、もれ、あふれ、飛散など引火・着火の危険がないように厳重に配慮すること。
　　　4）　なお、この他消防署の必要と認める予防措置をほどこすこと。
　　　5）　危険物のストックは小間内におかないこと。
　　　6）　消火器は危険物のそばに必ず設置すること。
　　　7）　担当者欄には防火責任者名を記入し、出展物の該当カタログ、製品安全データシート及び

小間レイアウト図面を2部添付してください。（P.8参照）

※この書類は、貴社の控えとして必ずコピーを保管してください。

不要の場合は、下記に丸印をして
ご提出ください（　　　　　　　　　　　      ）

1．機械等の内蔵油並びに実演材・展示品

2．高圧ガス・液化ガス・裸火関係

第 一 石 油 類

2 1 ℃ 以 下

一
日
の
持
ち
込
み
量

使
用
目
的

品名

第 二 石 油 類

2 1 ℃ ～ 7 0 ℃

品名

第 三 石 油 類

70℃～200℃

品名

第 四 石 油 類
2 0 ℃ で 液 状
2 0 0 ℃ 以 上

品名

準危険物その他
の 危 険 物 類
品 名

品名

1 日 の 使 用 量 （kcal） 使 用 方 法 、 目 的
高 圧 ガ ス
液 化 ガ ス
そ の 他

不　要提出期限
9/4（金）

（全社提出）
2026 日本ダイカスト展示会

提出・問い合わせ先
株式会社ムラヤマ　横浜支店
担当：佐々木・藤田
（TEL）045－201－8961
E-mail: j-dec2026@murayama.co.jp



③　電気供給申込書（1次側）（P.21参照）

出展者小間No.

出展社名

所在地

担当責任者名

担当部署 

TEL． FAX．

提出部数
　　1部

提出日

下記の通り電力供給の申し込みをいたします。

※この書類は、貴社の控えとして必ずコピーを保管してください。

不　要

電 力 方 式
単　相　　100V／50Hz
単　相　　200V／50Hz
三　相　　200V／50Hz
 24h　　　　通　電

使 用 合 計 W 数
kw
kw
kw
kw

※機械類の電源の他、照明用電灯の容量も合わせてご記入ください。
※電気容量は1kwを最小申込単位とし、以下1kw単位でお申し込みください。（別途使用料あり）

電 気 工 事 設 計 （注）24h送電のものには印をつけてください。

※隣接小間を必ずご記入ください。

小間内2次側電気施工業者

施工業者名

TEL FAX 担当者

住　所 〒

不要の場合は、下記に丸印をして
ご提出ください（　　　　　　　　　　　      ）

提出期限
9/4（金）

（全社提出）
2026 日本ダイカスト展示会

提出・問い合わせ先
株式会社ムラヤマ　横浜支店
担当：佐々木・藤田
（TEL）045－201－8961
E-mail: j-dec2026@murayama.co.jp



④　給排水設備申込書（P.23参照）

出展者小間No.

出展社名

所在地

担当責任者名

担当部署 

TEL． FAX．

提出部数
　　1部

提出日

下記の通り申し込みをいたします。

※この書類は、貴社の控えとして必ずコピーを保管してください。

※　必要な項目に記入または○印をつけてください。
※　使用量（機械のみ）については概算で結構です。
※　機械接続依頼がある場合は接続の詳しい図面を提出してください。

使用量（機械のみ）

給 水 管 の サ イ ズ

排 水 管 の サ イ ズ

蛇 ロ

バ ル ブ

機 械 接 続 依 頼

トン

15φ　20φ　25φ

40φ　　50φ

使用する（　　個）　・　使用しない

使用する（　　個）　・　使用しない

有　・　無

24時間通水依頼

有　・　無

※隣接小間は必ずご記入ください。

● 小 間 内 略 図 給排水の取り出し位置を略図で示してください

提出期限
8/28（金）

2026 日本ダイカスト展示会

提出・問い合わせ先
株式会社ムラヤマ　横浜支店
担当：佐々木・藤田
（TEL）045－201－8961
E-mail: j-dec2026@murayama.co.jp



⑤　エアー設備申込書（P.23参照）

出展者小間No.

出展社名

所在地

担当責任者名

担当部署 

TEL． FAX．

提出部数
　　1部

提出日

下記の通り申し込みをいたします。

※この書類は、貴社の控えとして必ずコピーを保管してください。

使　用　量

使 用 圧 力

必 要 口 径

機 械 接 続 依 頼

ス ト ッ プ バ ル プ

リットル／分

kg/㎠

mm

要　・　不要

要　・　不要

※隣接小間は必ずご記入ください。

● 小 間 内 略 図 エアーの取り出し位置を略図で示してください

提出期限
8/28（金）

2026 日本ダイカスト展示会

提出・問い合わせ先
株式会社ムラヤマ　横浜支店
担当：佐々木・藤田
（TEL）045－201－8961
E-mail: j-dec2026@murayama.co.jp



⑥　オプション電気工事（P.21・P.25参照）・レンタル備品申込書（P.26～27参照）

出展者小間No.

出展社名

所在地

担当責任者名

担当部署 

TEL． FAX．

提出部数
　　1部

提出日

①2次側オプション電気工事

※この書類は、貴社の控えとして必ずコピーを保管してください。

No. 単　価 数 金　　額

②レンタル備品

No. 単　価 数 金　　額

①－小計

②－小計

①＋②　合計金額 ※ご請求先（出展者と違う場合のみ）

会社名

住所

担当者名

TEL　　　　　　　　　FAX

下記の表に個数をご記入の上お申し込みください。

提出期限
9/4（金）

2026 日本ダイカスト展示会

提出・問い合わせ先
株式会社ムラヤマ　横浜支店
担当：佐々木・藤田
（TEL）045－201－8961
E-mail: j-dec2026@murayama.co.jp



⑦　実　演　届（P.8参照）

出展者小間No.

出展社名

所在地

担当責任者名

担当部署 

TEL． FAX．

提出部数
　　1部

提出日

下記により、ダイカスト展示会において、実演を行いたくお届けいたします。

なお、火気、安全には十分注意することを誓約いたします。

実演品目、内容、方法、防災措置等をなるべく詳しくお書きください。

※この書類は、貴社の控えとして必ずコピーを保管してください。

実 演 品 目

内 容

方 法

防 災 措 置

寸 法 重 量

不　要

不要の場合は、下記に丸印をして
ご提出ください（　　　　　　　　　　　      ）

提出期限
9/4（金）

（全社提出）
2026 日本ダイカスト展示会

提出・問い合わせ先
株式会社ムラヤマ　横浜支店
担当：佐々木・藤田
（TEL）045－201－8961
E-mail: j-dec2026@murayama.co.jp



⑧　アンカー工事届（P.19参照）

出展者小間No.

出展社名

所在地

担当責任者名

担当部署 

TEL． FAX．

提出部数
　　1部

提出日

※この書類は、貴社の控えとして必ずコピーを保管してください。

提出期限
9/4（金）

下記の通り工事を行いますので、別紙計画図面を添えて申し込みます。

※平面図にアンカー位置を記入して郵送またはPDFデータで必ず提出してください。

施工理由本　数サイズ

8ｔ 外ねじ

10ｔ　外ねじ

12ｔ　外ねじ

部課名：

住　所：

T E L ：

E-mail：

担当者名：

F A X ：

社　名：

当社はアンカーボルトの工事を下記会社に委託したので届けます。

工事会社名

部課名

展示ホール内における連絡先（携帯番号など）

住　所　〒

XAFLET

E-mail

担当者名

※請求書の送付先が出展社と異なる場合のみ下欄にご記入ください。

※内ねじが必要な場合はサイズ（10t・12t）を
　ご指定のうえ、使用機器をご連絡ください。

2026 日本ダイカスト展示会

提出・問い合わせ先
株式会社ムラヤマ　横浜支店
担当：佐々木・藤田
（TEL）045－201－8961
E-mail: j-dec2026@murayama.co.jp



⑨　車両搬入出計画書（P.4参照）

出展者小間No.

出展社名

所在地

担当責任者名

担当部署 

TEL． FAX．

提出部数
　　1部

提出日

搬入、搬出作業に関わる予定車両台数をご記入ください。

混雑が予想されますので、時間調整のうえ、車両通行証（全社時間帯指定）を発行いたします。

搬

　
　
　入

　
　
　時

搬
　　　出
　　　時

日　　　時 規 定 時 間 装飾関係車両 出展物搬出入車両

11月10日（火）

11月11日（水）

11月14日（土）

8：00～12：00

12：00 　　　
～

　　　 18：00

9：00  　　
～

　　　 17：00

14：00 　　　
～

　　　 19：30

大型重量物
優先搬入時間（　　　　 ）

t車　 　台
t車　 　台
t車　 　台

台

t車　 　台
t車　 　台
t車　 　台

台

t車　 　台
t車　 　台
t車　 　台

台

t車　 　台
t車　 　台
t車　 　台

台

t車　 　台
t車　 　台
t車　 　台

台

t車　 　台
t車　 　台
t車　 　台

台

t車　 　台
t車　 　台
t車　 　台

台

※会期中の館内への車両乗り入れは原則として禁止いたします。
※大型重量物の搬入出に関しては、必ず事前に事務局とご相談ください。
※この書類は、貴社の控えとして必ずコピーを保管してください。
※高さ3.8mを超える車両での搬入は原則できません。
　必要となる場合には、事前に事務局までご相談ください。

※場合により早朝指定

提出期限
9/4（金）

（全社提出）

2026 日本ダイカスト展示会

提出・問い合わせ先
株式会社ムラヤマ　横浜支店
担当：佐々木・藤田
（TEL）045－201－8961
E-mail: j-dec2026@murayama.co.jp



⑩　出展物内容書（P.8参照）

出展者小間No.

出展社名

所在地

担当責任者名

担当部署 

TEL． FAX．

提出部数
　　1部

提出日

※この書類は、貴社の控えとして必ずコピーを保管してください。

下記のとおり出展物の内容をお届けいたします。

※大型重量物については詳細にご記入ください。

品　　　名 数 総 重 量 サイズ：幅  ×  奥行  ×  高さ

運 搬 車 両 積み降ろし方法 搬出入にかかる時間（車上からブース内まで）

搬入　　　　　　　　　　　　　　　　時間

搬出　　　　　　　　　　　　　　　　時間

クレーン車　　　使用

ユニック車　　　使用

フォークリフト　　　使用
※該当するものがあれば○印を付けてください。

備　　　考

提出期限
9/4（金）

（全社提出）

2026 日本ダイカスト展示会

提出・問い合わせ先
株式会社ムラヤマ　横浜支店
担当：佐々木・藤田
（TEL）045－201－8961
E-mail: j-dec2026@murayama.co.jp



⑪　インターネット接続サービス申請書（P.24参照）

出展者小間No.

出展社名

所在地

担当責任者名

担当部署 

TEL． FAX．

提出部数
　　1部

提出日提出期限
9/4（金）

回線数 計

回線 円

箇所 円

下記の通りインターネット接続サービスを申し込みます。

仮設工事・回線使用料

「フレッツ」光ネクスト ファミリータイプ
1回線につき100,000円（税別）

【オプション：無線化】　Wi-Fi ルーター　
　　　1箇所につき18,000円（税別）

※無線化には上段【有線】のお申し込みも必要です。

※料金の他に消費税が加算されます。

設置希望位置を下記にご記入ください。

小間内略図
<

　
　

 >

隣
接
小
間

隣
接
小
間

<

　
　

 >

正面

※必ず隣接小間名を記入してください。

※請求書の送付先が出展者と異なる場合のみ下記にご記入ください。
社名：

部署名： 担当者名：

住所：

TEL：　 FAX：

E-mail：

2026 日本ダイカスト展示会

提出・問い合わせ先
株式会社ムラヤマ　横浜支店
担当：佐々木・藤田
（TEL）045－201－8961
E-mail: j-dec2026@murayama.co.jp



⑫　出展者証用ホルダー申込書（P.11参照）

出展者小間No.

出展社名

所在地

担当責任者名

担当部署 

TEL． FAX．

提出部数
　　1部

提出日

どちらかに○を付けてください。（※申請が漏れた場合は一律5枚ご送付いたします）

出展者証用ホルダー
（吊下げ式）

※自社で用意する場合は下記に従ってご用意願います。

□必要　　　　　　　枚　　

□不要（自社で用意）

提出期限
9/4（金）

（全社提出）

①ホルダー内に入れる出展者証サイズ：

　A4用紙4つ折り（縦15cm，横10.5cm）

②用紙のQRコードが読み取れる透明なもの

③吊り下げひも（ストラップ）は、みぞおち付近にホルダーがくる長さでお願いします

④吊り下げひも（ストラップ）のデザイン・色は特に制約はありません

2026 日本ダイカスト展示会

提出・問い合わせ先
株式会社ムラヤマ　横浜支店
担当：佐々木・藤田
（TEL）045－201－8961
E-mail: j-dec2026@murayama.co.jp

※海外出展者の方は事前配布ではなく
　設営日に施工カウンターにてお渡しいたします。



⑬　天井工事申請書（P.18参照）

出展者小間No.

出展社名

所在地

担当責任者名

担当部署 

TEL． FAX．

提出部数
　　1部

提出日提出期限
9/28（月）

■必要事項をご記入ください。
◆必ず施工図面に天井構造位置が分かるように斜線で囲み平米数と材質を記載して添付してください。

■出展者

展示会場名

展示ホール

開催期間

小間番号

天 井 構 造

設 置 面 積

パシフィコ横浜（C・Dホール）

天井の材質

設 置 理 由

2026/11/12（木）～14（土）

出 展 者 名

担 当 者 名

小間数または
サイズ

■装飾施工担当者

会 社 名

住 所

T E L

部 課 名

F A X

担 当 者 名

E - m a i l

〒

2026日本ダイカスト展示会

2026 日本ダイカスト展示会

提出・問い合わせ先
株式会社ムラヤマ　横浜支店
担当：佐々木・藤田
（TEL）045－201－8961
E-mail: j-dec2026@murayama.co.jp



《駐車場ご案内》

パシフィコ横浜及び、周辺の駐車場については、以下のウェブサイトを参照ください。

①パシフィコ横浜駐車場
　https://www.pacifico.co.jp/access/parking

②みなとみらい
　https://yokohama-parking-guidesystem.jp/

2 1

パシフィコ横浜アクセス 駐車場のご案内検索

横浜市内駐車場案内システム みなとみらい21
各周辺地図

駐車場一覧
検索



一般社団法人　日本ダイカスト協会
〒105-0011　東京都港区芝公園3-5-8
　　　　　　　　　　機械振興会館502

TEL　03(3434)1885
FAX　03(3434)8829

E-mail　j-decexpo@diecasting.or.jp
ホームページ：www.diecasting.or.jp/

会議・展示会専用ホームページ：www.j-dec.jp

2026.6.250


